
 

教師海外研修（北海道地域）【バングラデシュ】 

平成 26 年度 教師海外研修（派遣国：バングラデシュ） 指導案（兼実践報告書） 

 

１．単元名(活動名):  渡る世間はバングラばかり 〜ひとつお日様の下で〜 

２．対 象：留寿都村立留寿都小学校 

    ２年 （男子９名 女子１０名 計１９名） 

    授業者：齊藤 綾乃 

３．学習領域 

 １ ２ ３ ４ 

Ａ多文化社会 文化理解 文化交流 多文化共生  

４．教科との関連性： 

    生活科 

 

  

Ｂグローバル社会 相互依存 情報化   

Ｃ地球的課題 人  権 環  境 平  和 開  発 

Ｄ未来への選択 歴史認識 市民意識 社会参加  

５．実施時期： ２０１５年 ２月 ６．時数：３時間 

７．単元の目標（評価の観点を意識して設定）： 

【関心・意欲】 

 ○ バングラデシュの子どもや生活・遊びに関心をもつ 

【技能】 

 ○ バングラデシュを身近に感じ、グループで話し合ってクイズに答える 

ことができる 

【知識・理解】 

 ○ 「同じ」や「違い」、「バングラデシュにある日本」に気づく 

８．キーワード： 

・同じ 

・似ている 

９．単元について（教材観、単元設定の理由、開発教育／国際理解教育の視点等）： 

 事前に子どもたちに「バングラデシュの何が知りたいか」聞いたところ、「学校の様子」や「衣食住」を中

心としたものが返ってきた。その中でもっとも興味深かったものは、「何を食べているか」という質問である。

子どもたちの予想は「虫」なのだ。それも、バラエティ番組で「芸能人が虫を食べているから」という理由で

ある。根拠を明確にした発言ではあったが、子どもにあたえるバラエティ番組の影響を考えると、非常に複雑

である。世界の人々の暮らしぶりや文化を紹介する番組も少なくないと思うが、なかなか子どもが進んで見る

までには至らない。 

そのため、まずは「異文化」に興味をもち、「同じ」「似ている」感覚から入り、「面白い！」「楽しい！」を

主軸とした展開にしていきたいと考えた。加えて、バングラデシュの子どもを登場させ、単元を通して一緒に

（疑似）活動することで、「友達」のように身近に考えられる環境を整えていく。対象児童が小学校低学年な

ので、「友達」や「仲間」の感覚を強く持たせたい。発達段階が上がるにつれ、思考の場面も増えてくるが、

その際に「友達が困っているなら…」と、自分の友達を助けるように身近に感じてほしいからだ。 

また、「同じ」があれば「違い」があるのも事実である。ここでは、「違い」をじっくり考えるのではなく、

楽しみ、また、受け入れる「心」の素地を育んでいきたい。 
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１０．展開計画（３時間扱い） 

展開順 
発問・働きかけ 

主な学習活動と学習者（児童生徒）の意識 
留意点など 

 

１時間目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【リパちゃん、ハシブくんとお友達になろう！】 

１．民族衣装で登場！ 

 

２．あいさつと自己紹介 

 「アッサラーム・アライクム！」 

 「アマーム ナーム 綾乃！」 

 

３．バングラデシュ人のお友達紹介 

 「バングラデシュに行ってね、お友達ができたの。みんな

にも紹介するね。１人目は、リパちゃん、８歳。２人目

はハシブくん、９歳だよ。」 

 

４．おもちゃの紹介 

 「二人からね、おもちゃをもらってきたから、紹介するね！」 

 

 

 

 

 

 

５．好きなアニメクイズ！ 

 「みんなはアニメ好き？リパちゃんとハシブくんもアニメ

が大好きなんだよ。２人が好きなアニメは何だと思う？

みんなも知ってるアニメだから、ちょっと考えてみて！」 

 「答えはー『ドラえもん』と『トムとジェリー』そして 

『モトゥパトゥ』でした！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．リパちゃん・ハシブくんのことをもっと知ろう！ 

 「リパちゃんとハシブくんのことをもっと知るために、カ

ードにしてきたよ。みんなと同じ質問に答えてもらった

から、２人がどんなことを答えたか予想しながらカード

を広げてみて！この中にはリパちゃんとハシブくんだけ

じゃなくて、みんなの答えも混ざっているからね。」 

 

７．グループの提示 

 「どんな質問をしたか覚えているかな？」 

・好きな食べ物 

  ・好きな遊び 

  ・大切なもの 

  ・将来の夢 

 

✳ バングラデシュの民族衣装 

女性：サロワカ（サロワカミューズ）、サリー 

男性：パンジャビ、パンギ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✳ リパちゃんとハシブ君の写真などはパワーポイ

ントで提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✳ ベンガル語で書かれた『ドラえもん』『トムと 

  ジェリー』のえほんを用意する。 

✳ 『モトゥパトゥ』は短い動画を視聴する（パワー

ポイントで視聴可能）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

✳ 事前に同じ質問を対象児童にしておく。男女で

分けたり、多い順に選んだりして、その中からカ

ードを作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モトゥパトゥ ドラえもん トムとジェリー 

＜あいさつと自己紹介＞ 

「アッサラーム・アライクム」（イスラム教） 

おはよう、こんにちは、こんばんは、さようなら 

 （返事は「アライクム・アッサラーム」） 
 

「アマール ナーム （自分の名前）」 

私の名前は〜です。 

 

リパちゃん ハシブくん 

ベンガル語で書かれた 

「ドラえもん」と 

「トムとジェリー」を提示 

 

動画を視聴 
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７．組み合わせの確認 

 「ぴったりグループに分けられているか、確認するよ！グ

ループごとに裏返してみて！全部でいくつの絵が完成し

たかな？」 

 

８．バングラデシュのお金を配布 

 「そうそう。ぴったりグループに分けることができたら、

バングラデシュのお金をプレゼントするよ！絵が何枚で

きたかで、お金の額は違うからね。」 

 

９．「へぇ～！」の交流 

 「『そうなんだ！』『へぇ～！』『同じだなぁ』『面白い違い

だな～』ということを、どんどん教えてね。発表できた

グループには、追加でタカをプレゼント！」 

 

１０．本時のふりかえり 

  ・面白かったこと 

  ・「へぇ～！」と思ったこと 

  ・もっと知りたいこと     など 

 

１１．次時の告知（リパちゃん、ハシブくんからのお手紙） 

 『みんなともっと仲良くなりたいから、また一緒に遊びま

しょう！そのときは、船に乗って川を渡るから、お金は

大切にとっておいてね！』 

 

 

 

✳ カードは文字だけでなく、写真を用いる。 

✳ 「大切なもの」は別単元で実施済み。本校児童

にとっては身近な問いであるが、取り組まなくて

も良い。 

 

✳ カードを裏返して作られる絵 

 

好きな食べ物       大切なもの 

 

 

 

 

 

 

＜トルカリ（カレー）＞ 

＜ハシブくんが描いた家族の絵＞ 

 

好きな遊び               将来の夢 

 

 

 

 

 

 

＜クリケットの様子＞ 

＜ＮＧＯが運営する小学校での様子＞ 

 

 

 

 

✳ 通貨…タカ（１タカ＝１．５円程度） 

 

 

 

 

✳ ここでは、次時で使用する関係もあるので、 

紙幣の 10 タカと 2 タカのみ使用する。 

 

 

 

 

＜１０タカ＞       ＜２タカ＞ 

 

✳ 組み合わせ１つ正解につき、２タカ 

「へぇ～！」の発表１つにつき、１０タカ 

← グループで２８タカ以上になるようにする。 

← カラーコピーしたものを使用 

 

✳ 低学年では考察・交流の視点が分からない児童

が少なくないので、本時では「同じ」や「違い」

の観点を提示する。 

 

好きな食べ物 大切なもの 

好きな遊び 将来の夢 

トルカリ 

（カレー） 

 

お寿司 

 

カレー 

ライス 

 

マンゴー 

 

家族 

 

友達 

 

勉強 

 

地球 

 

クリケット 

 

ドッジ 

ボール 

 

 

先生 

 

ごはんや 

さん 

 

 

なわとび 

 

川わたり 

 

お医者 

さん 

 

スポーツ 

選手 

 

バングラ バングラ 留寿都 留寿都 

留寿都 バングラ バングラ 

＜タカの種類と金額＞ 

紙幣：1、2、5、10、20、50、100、500、1000 

硬貨：1、2、5 

留寿都 
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２～３ 

時間目 

【リパちゃん、ハシブくんと遊びに行こう！】 

１．リパちゃん・ハシブくんからのお手紙 

 「リパちゃんとハシブくんからお手紙を預かっているから、

読むよ。よーく聞いてね。」 

『アッサラーム・アライクム！留寿都小学校のみなさん、

こんにちは。今日をとても楽しみにしていたのよ。まず

は、みんなの名前が知りたいから、ベンガル語で書かれ

た名札をつけてね！』 

 

２．ベンガル語で書かれた名札を身につけて、出発！ 

 「みんなの名前が分かって嬉しいよ！それじゃあ、ぼくた

ちについてきてね！最後はみんなで遊ぼう！」 

 

３．ラリーゲームを始める 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✳ インターネット上の翻訳サイトを使って、ベン

ガル語で書かれた手紙を作成。 

✳ ラリーゲームの会場に体育館を使用。 

✳ ラリーゲームの会場に入る前にルールを伝える。 

 ◇ 他の人に答えを教えない 

 ◇ リアクションは大いにして良い 

 ◇ グループで協力する 

 ◇ 他のグループが前にいたときは、順番を待つ 

 

✳ ベンガル語で書いた名札を用意し、グループ毎 

に封筒に入れておく。名札の裏には両面テープを

貼っておき、すぐに貼れるようにする。 

ベンガル語の五十音表をヒントカードとして

渡し、全員が正しい名札を選べたグループからラ

リーゲームを開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✳ ベンガル語で歌われているＣＤをかけ、バング

ラデシュの雰囲気を高めることと、児童が自由に

反応できる雰囲気を作る。 

 

✳ ラリーゲームはリパちゃん・ハシブくんが話し 

かけるように進めていく（パネルを作っておく）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜○あ：右手の謎＞ 

食事を右手でとる理由を

３つから選ぶ。 

① 右利きだから 

② 左手は使えないから 

③ 左手でお皿をもつから 

＜○い：学校の制度＞ 

 午前中だけ学校に行く理

由を３つから選ぶ。 

① 学校が少ないから 

② 登校時間は自由だから 

③ 残りは課外授業だから 

＜○う：リキシャ＞ 

 リキシャのモデルになっ

た乗り物を３つから選ぶ。 

① 自転車 

② 人力車 

③ バイク 

＜○え：日本人が持ち込んだ野菜＞ 

バングラデシュに持ち込

んだ野菜を３つから選ぶ。 

① ピーマン 

② 赤とうがらし 

③ 大根 

＜○お：ユニクロの服＞ 

 バングラデシュで購入し

たＴシャツがどこの国で作

られたか。※Ｔシャツには、

漢字が書かれている。 

（正解はバングラデシュ） 

＜船に乗って川を渡る＞ 

  提示されている金額を支

払い、川を渡る。 

提示：「28」… ベンガル語 

正解：「24」… 算用数字 

※このマスは全員通過 

＜○か：ジュート＞ 

「？ボックス」の中身をあ

てる。中にはバングラデシュ

製の麻紐を 

入れておく。 

＜ラリーゲームの進め方＞ 

・各ポイントで、 

◇ 正解すれば５点 ＋次に進む 

 ◇ 不正解は０点 ＋ くじ１回 

  ← くじで出たマス（五十音表記）に進む 

  ← 最大で３つ先まで 
 

・答えは番号で指示し、離れた場所に提示する。 
 

・ズルをした場合は－１００点 
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４．みんなでバングラデシュの遊びを体験する 

 ・バングラデシュで購入したオモチャ・楽器を置くコーナー 

 ・手遊び（ダンスも？）の様子を撮った動画を流すコーナー 

 ・体を動かす遊びを紹介したカードを掲示するコーナー 

・バングラデシュの子が遊んでいる様子の写真コーナー 

  

５．本時のふりかえり 

 ・わからなかったこと 

 ・面白かったこと               

・家族や兄弟、他学年に教えてあげたいこと   など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✳ 答えが提示される場所に、それぞれに関連する

ものを同時に展示する。 

＜ユニクロの服＞では、グラミンユニクロで購入

したサロワカ、日本で購入したバングラデシュ製

のシャツ 

＜ジュート＞では、ジュート製のバッグ  など 

 

✳ 新しい遊びだけでなく、日本との「同じ」を感

じるような遊びの写真も取り上げる。 

 

✳ ワークシートにアンケート式と記述式のふりか

えりスペースを用意しておく。 

 

１１．評価方法 

【関心・意欲】 

○ バングラデシュの子どもや生活・遊びに関心をもつことができたか（観察・発言） 

【技能】 

 ○ バングラデシュを身近に感じ、グループで話し合ってクイズに答えることができたか 

（観察・発言・ワークシート） 

【知識・理解】 

 ○ 「同じ」や「違い」、「バングラデシュにある日本」に気づことができたか（発言・ワークシート） 

＜○き：安全な水＞ 

３つの中から安全な水を

選ぶ。 

① danger 

② 安全 in ベンガル語 

③ ×マーク 

＜○こ：国の木＞ 

 世界第７位の生産量であ

り、バングラデシュの国樹と

して定められた木を当てる。 

※ ヒント：甘い果物 

（正解はマンゴーの木） 

＜○く：食後のミント＞ 

袋を提示して、中身が何で

あるか３つから選ぶ。 

① お菓子 

② 炊き込みご飯の具 

③ 食後のミント 

 

＜○け：ポストの不思議＞ 

ポストの色が3色ある理由

を 3 つから選ぶ。 

①  好きな色に入れて良い 

②  封筒の大きさで選ぶ  

③  送りたい場所で変える 

 

＜○さ：主食のお米＞ 

 ６種類のお米から、バング

ラデシュのお米を１つ選ぶ。

（赤いもの、小さいもの、細

長いものなど５種類はバン

グラデシュ） 

danger 

 

＜○し：有料トイレ＞ 

 扉の前に書かれた数字と

箱が何か３つから選ぶ。 

① 有料ごみ箱 

② 募金をお願いしている 

③ 有料トイレ 
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１２．苦労した点・改善点 

 １つ目は写真の選定である。１時間目の「リパちゃん、ハシブくんとお友達になろう！」では、写真の多く

をインターネットから得たものである。より状況を説明できるものを選んだつもりではあるが、子どもにとっ

ての情報源が写真でしかないことを考えると、より慎重になる必要があった。「１４．学びの軌跡」にもある

が、「マンゴーの色」「制服」「机」「勉強道具」は写真を基にした感想である。とりわけ、「違い」に目がいく

結果となってしまい、写真選びは改善していく必要がある。 

２つ目はラリーゲームの言葉選びである。２・３時間目のラリーゲームでは子どもだけで活動する時間が主

である。そのため、短い文章や容易な言葉でクイズを作ることにとても苦労した。 

１３．授業づくりのための参考資料・引用文献 

・バングラデシュを支える素材・ジュート／シャプラニールのフェアトレード ＜最終アクセス 2015.2.12＞ 

http://www.shaplaneer.org/craftlink/jute.html 

・砒素汚染地区シャムタ村 ＜最終アクセス 2015.2.7＞ 

http://econgeog.misc.hit-u.ac.jp/excursion/00bengal/hiso/hiso.html 

１４．学びの軌跡（児童生徒の反応、感想文、作文、ノートなど） 

１時間目 ～リパちゃん、ハシブくんとお友達になろう！～ ワークシートより 

・バングラデシュの様子が分かって楽しかったです。 

・将来の夢とか大切なものが同じでした。だから、ほとんど同じだなと思いました。 

・日本にない遊びがあっておもしろそうです。みんなといっぱい仲良くしたいと思いました。 

【カードゲームの内容について】 

・リパちゃんは、先生になりたいことやなわとびがすきだということを聞けて「へぇー」と思いました。ハシ

ブくんは、おいしゃさんになって、まずしい人をたすけたいという気もちがすごくつたわってきました。 

・バングラデシュの勉強道具が日本とぜんぜんちがってビックリしました。（５名） 

・マンゴーは日本とは色がちがうから「へぇ～」って思いました。（４名） 

・学校のみんながいつも同じ服（制服）なのかなって思いました。（３名） 

・留寿都小学校と違って一人一人に机があるんじゃなくて、みんなで使っているのが分かりました。（２名） 

・トルカリは日本のカレーライスと同じだね。（２名） 

・カレーの色がちがうから何を入れているのだろう。 

・絵本のドラえもんがドリモンなのがビックリした。（２名） 

・リパちゃんとハシブくんが好きなアニメが面白くてビックリしました。今度見ます。 

・クリケットと野球がにてる！ 

２・３時間目 ～リパちゃん、ハシブくんと遊びに行こう！～ ワークシートより 

□ 面白かった  １１名 

□ もっとバングラデシュのことを知りたいと思った  １４名 

□ もっと他の国ことが知りたいと思った  ６名 

・今日、バングラデシュのことをたくさん知りました。もっと知りたいです。（２名） 

・バングラデシュに行きたいなって思った。問題が難しかったけど、面白かった。 

・たくさん問題が出てきて、答えが分かれば、前よりもっとバングラデシュのことが分かったと思う。 

・バングラデシュのことが分かって面白かったです。 
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 【ラリーゲームの内容について】 

・日本の字が書いてある Tシャツなのに、バングラデシュで作られていてすごいなぁ～と思いました。（３名） 

・米の種類がバングラデシュは多いなって思った。（３名） 

・「２８」の「８」が「４」だと思わなかった。（２名） 

・（ポストの問題では）送りたい場所に送るのが分かった。（２名） 

・水の問題で「危険（danger）」と書いていて、ドキドキしてワクワクして面白かった。 

・安全な水を飲めたから良かった。 

・水の問題で「危険」や「×」を飲まなくて良かった。 

・バングラデシュで左手が使えないのがビックリした。 

・船に乗るお金が高いからビックリした。 

・トイレに行くときに、トイレットペーパーをお金で買ってから行くことが分かりました。 

・マンゴーが人気だと思わなかった。 

 授業後の子どもたちの反応 子ども達との会話から 

・バングラデシュのおもちゃや遊びが楽しかった。もっと遊びたい！（１８名） 

・リパちゃん、ハシブくんと（実際に）遊びたい。（１８名） 

・リパちゃん、ハシブくんに日本の遊びを教えてあげたい。 

・バングラデシュに行ってみたい！（１７名） 

・バングラデシュの勉強がもっとしたい。（１５名） 

・クイズが楽しかった。もう少ししたかった。 

・クイズが難しかった。でも、答えを見て納得できた。 

・バングラデシュの雰囲気が分かった。 

・バングラデシュの子と一緒にベンガル語を勉強したい。 

１５．備考（授業者による自由記述） 

 授業後、子どもたちがベンガル語に興味をもち、自分の名前だけでなく家族の名前を書いたり、お手紙を書

いたりしていた。家庭学習でベンガル語に挑戦する児童もいたほどである。図工の「ケーキやさんになろう！

（工作）」の中でバングラデシュの国旗を添える子どももいて、子どもたちの心にバングラデシュが残ってい

ることを嬉しく感じた。また、保護者と話している中でも、「先生、バングラデシュの授業やったのですよね。

うちの子がベンガル語で書いたもの見せてくれました。小さいうちから（多文化・他国に）ふれられて、良い

と思います！」と言ってくれたことが純粋に嬉しかったし、今後の活力にもなった。 

だが、実際のところ国際理解教育は「楽しい！」だけではない。発達段階に応じた働きかけが必要である。

私が高学年の担任であれば、授業の雰囲気は変わっていただろう。今回、小学校低学年の授業を作ったことで

満足するのではなく、今後の長い人生をかけて子どもたちに伝えていく方法を身に付けていきたい。 

 ちなみに、当初の授業構想では、動画や写真を使った教室での座学であった。大津先生に授業の相談をして

いる中で、「えっ！？座ってやるん？もっと体動かしたらええやん。体育館とか使って。」とのアドバイスによ

り、本授業２・３時間目のラリーゲームが完成した。大津先生の創造力には脱帽である。 

最後に、臨機応変な対応をしてくださったＪＩＣＡ北海道・バングラデシュ、その他関係機関の皆さまをは

じめ、冗談から真面目な話まで適切に返してくれる（そして一番タフ！）大津先生、そして、濃密な時間を共

に過ごした仲間の先生方、本当に感謝しています。ありがとうございました。このつながりをいつまでも！ 
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 ・あ～し まで計１２問 

 ・船に乗って川を渡るマスは全員通過 

 ・答えは １～１２ に対応 
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 ・問題の あ～し に対応 

 ・船に乗って川を渡るマスは全員通過 
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